
　
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
も
の

の
、
増
え
続
け
た
感
染
者
。
し
か
し
周

囲
に
も
知
り
合
い
に
も
感
染
者
は
な
く
、

昨
年
は
超
過
死
亡
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

深
刻
な
欧
米
と
は
ま
る
で
違
う
状
況
な

の
に
、
首
都
圏
で
は
飲
食
店
の
時
短
制

限
は
続
き
、高
齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー

や
医
療
崩
壊
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
。
会

見
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
訴
え
る
首
長
の

願
い
と
は
裏
腹
に
、
多
く
の
人
が
街
に

集
う
。

　
総
選
挙
を
睨
ん
で
、
株
価
の
維
持
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
目
指
す
政
権
の

意
図
は
透
け
て
見
え
る
が
、
政
策
に
翻

弄
さ
れ
る
飲
食
業
や
観
光
業
の
こ
れ
ほ

ど
の
苦
境
は
、
戦
後
初
め
て
で
は
な
い

か
。
悲
惨
な
こ
と
に
大
き
く
増
え
た
の

は
職
を
失
っ
た
女
性
の
自
殺
者
。
こ
れ

こ
そ
、
ま
さ
に
緊
急
事
態
だ
。

　
京
都
は
一
足
早
く
緊
急
事
態
が
解
除

さ
れ
、
時
短
要
請
も
な
く
な
っ
た
が
、

訪
れ
た
春
先
の
京
都
は
大
違
い
だ
っ
た
。

　
お
酒
は
７
時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
と
な

れ
ば
、
５
時
に
は
店
に
入
り
た
い
。
そ

れ
が
叶
わ
な
い
な
ら
宿
で
お
弁
当
し
か
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な
い
。

　
初
日
は
「
京
の
食
手
帖
」
で
取
材
し

た
新
町
三
条
に
あ
る
す
し
善
の
ち
ら
し

寿
司
と
伏
見
の
お
酒
を
買
い
込
み
夕
飯

に
し
た
。
錦
糸
卵
の
下
に
は
、
鮪
や
鯛
、

た
こ
、
穴
子
が
隠
れ
、
酒
の
肴
に
も
最

高
だ
。

　
二
日
目
。
お
茶
の
稽
古
後
に
訪
れ
た

の
は
大
宮
商
店
街
の
蕎
麦
店
、
ほ
り
場
。

日
中
通
し
で
開
い
て
い
る
蕎
麦
屋
は
、

時
短
営
業
下
の
昼
呑
み
に
は
欠
か
せ
な

い
、
頼
も
し
い
味
方
だ
。

　
な
に
せ
自
粛
効
果
で
、
気
に
な
る
の

は
増
え
続
け
る
体
重
。
こ
の
慢
性
運
動

不
足
を
補
う
に
は
三
密
を
避
け
る
遠
足

が
一
番
だ
。
大
阪
、
奈
良
、
神
戸
な
ど
、

京
都
か
ら
足
を
伸
ば
せ
る
場
所
は
多
い

が
、
遠
足
な
ら
オ
ス
ス
メ
は
奈
良
明
日

香
村
。
石
舞
台
と
酒
船
石
を
め
ぐ
る
ハ

イ
キ
ン
グ
は
自
粛
疲
れ
を
解
消
し
て
く

れ
た
。

　
と
は
い
え
１
日
２
食
で
は
、
お
や
つ

は
マ
ス
ト
。
帰
り
際
、
連
れ
合
い
が
好

き
な
京
都
駅
の
宝
泉
で
甘
味
を
い
た
だ

く
。
こ
れ
じ
ゃ
元
の
木
阿
弥
か
。
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